
令和８年度 大和市立鶴間中学校グランドデザイン 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

※   の部分は 

本年度の重点項目 

 

 

 

 

 

 

豊かな学びのある学校 
  ○授業研究・授業づくり 

   ・基礎・基本の確実な定着 

   ・学習指導要領を踏まえた授業づくりと指導法の工夫 

   ・わかる授業、楽しい授業づくり 

   ・ICTを活用した授業の推進 

  ○学習習慣の定着 

   ・学力の下支えとなる読書活動の充実 

   ・「鶴中ノート」の活用 

   ・放課後ルームとの連携 

  ○道徳教育の推進 
   ・豊かな人間関係を育てる道徳教育の充実 

目指す生徒像   
～認め合い、自分の良さをみつけ、「輝く自分」を創り上げる～ 

 

 

 

 

 

学校教育目標『自分を創る』 
ひろい心  すこやかな体  ゆたかな学力 

居場所のある学校 
 ○基本的生活習慣の確立   

  ・あいさつの励行 

  ・生徒の居場所があり、潤いのある学校 

  ・自分の命を守る判断力の育成・防災教育 

 ○支援教育・相談活動の充実 

  ・不登校やいじめの未然防止 

  ・教育相談の充実やアンケートの活用 

 ○充実感・達成感のある活動 

  ・行事・生徒会活動を通した認め高め合う集団づくり 

  ・自己肯定感・自己有用感の醸成 

  ・自治力の育成 

地域とともにある学校    

 ○保護者・地域との連携 
 ・地域と連携したキャリア教育の充実 

 ・学校情報の発信 

 ・地域行事への積極的参加 

 ・地域や外部教育力の活用 

   （生徒ボランティア活動の推進） 

 ○小中連携の推進 

 ・交流活動の促進 

・情報交換を通した児童生徒理解の促進 

○学校運営協議会 

   （コミュニティ・スクール）の推進 
 

 

 

 

 

 

つなぐ 
共に生き育つ生徒 

挨拶のできる生徒 

守る 
心身が健康な生徒 

命を大切にする生徒 

みがく 
自ら学び考える生徒 

夢に向かって努力する生徒 

目指す学校像   

 

 

 

 

 

輝く学校・輝く生徒 
学び合い 
高め合い 
支え合い 

 願いの共有 
信頼と連携 

教師集団 保護者・地域 

＜ 令和８年度 重点目標 ＞ 
・あいさつの意義を理解し実践できる生徒の育成   ・授業づくりと指導法の工夫（公開授業を通じて） 


